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令和３年度 第１回小牧市防災会議 会議録 
 

１．開 催 日 時  令和３年１１月２９日（月）午前１０時００分から１０時４０分まで 

 

２．開 催 場 所  小牧市役所 本庁舎６階 ６０１会議室 

 

３．出 席 者  会長 小牧市長 山下 史守朗 

          委員 別紙のとおり 

 

４．事 務 局  市民生活部次長    林 浩之 

          防災危機管理課長   梅田 俊之 

          防災危機管理課副主幹 藤井 克彦 

          防災危機管理係主事  稲山 智計 

 

５．傍 聴 者  なし 

 

６．会議の内容 

 ○会長（市長）あいさつ 

 ○議 題 （１）小牧市地域防災計画の修正について 

         風水害・原子力等災害対策計画、地震災害対策計画 

 ○報 告 （１）令和４年度に実施する水防訓練及び総合防災訓練について 

      （２）防災講演会の開催について 

 

７．配布資料一覧（※資料１から３は事前配布） 

   資料１ 小牧市地域防災計画の修正(案)要旨 

   資料２ 小牧市地域防災計画(風水害・原子力等災害対策計画)新旧対照表(案) 

   資料３ 小牧市地域防災計画(地震災害対策計画)新旧対照表(案) 

   資料４ 令和４年度に実施する水防訓練及び総合防災訓練(案) 

   資料５ 防災講演会のご案内 

       防災会議委員名簿 

       席次表 

       事前配布資料の修正表 
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司会（林次長）  

 本日はお忙しい中、第１回小牧市防災会議にお集まりいただき、ありが

とうございます。私は、本日の司会を務めさせていただきます、市民生活

部次長の林と申します。よろしくお願いいたします。  

 会議に入ります前に、配布資料等の確認をさせていただきます。  

本日、配布させていただいた資料は、第１回小牧市防災会議の次第、小

牧市防災会議の席次表、小牧市防災会議委員名簿、事前に配布させていた

だいた資料の修正表、資料４としまして、令和４年度に実施する水防訓練

及び総合防災訓練について、資料５としまして防災講演会のご案内です。

なお、資料１の小牧市地域防災計画修正案の要旨、資料２の小牧市地域防

災計画  風水害・原子力等災害対策計画の新旧対照表案、資料３の小牧市

地域防災計画  地震災害対策計画の新旧対照表案につきましては、委員の

皆様に事前配布させていただいたものを持参していただいているかと思い

ます。お手元にない資料はございませんでしょうか。  

 ご案内が遅れましたが、令和３年度に新たに防災会議委員になられまし

た皆様、ご留任いただきました委員のご紹介につきましては、会議の進行

上、本日配布した資料の小牧市防災会議委員名簿にてご確認をお願いしま

す。それでは、ただいまより小牧市防災会議を開催させていただきます。  

当会議は、「小牧市審議会等の会議の公開に関する指針」に基づき、平成

１６年度より会議の公開が決定されています。なお、本日の傍聴者はあり

ません。また、小牧市防災会議条例第５条第２項の規定では「防災会議は

委員の総数の２分の１以上の出席がなければ会議を開き、議決することが

できない。」とされています。本日は、委員総数３４名の内、代理出席２名

を除く２６名に出席していただいておりますので、会議は成立いたします。 

なお、欠席された委員からは会議の議決権を議長へ委任する旨の委任状が

提出されていますので、ご報告いたします。  

 それでは開会にあたりまして、山下市長が挨拶を申し上げます。  

 

会長（山下市長）  

本日は、ご多用の中、小牧市防災会議にお越しいただき厚くお礼申し上

げます。また、日頃から自然災害に対する事前対策や防災意識の普及啓発

にご尽力をいただき重ねて厚くお礼申し上げます。  

小牧市防災会議は、小牧市地域防災計画の地域に係る防災に関する重要

事項について審議する会議であり、毎年行っております。昨年は新型コロ

ナウイルス感染拡大防止のため、書面による決議となりました。  

さて、毎年全国各地で大きな災害が発生しております。風水害では、本

市でも８月１３日から１５日の大雨により、東支署で累積雨量２００ mm 強

となるなど非常配備体制を執ったところであります。また、地震では南海
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トラフ巨大地震の今後３０年間での発生確率が７０％～８０％に見直され

大変危惧されているところであります。大規模災害時には公助にも限界が

あるため、自助、共助の意識をより一層向上させるために、市としても総

合防災訓練など、実施しているところであります。  

また、地域協議会を始めとした小学校区での地域防災訓練もすべての小

学校区で行われるなど地域防災力の強化に努めているところであります。  

この会議では、委員の方の忌憚のない意見を頂き、実りある会議とした

いので、重ねてお願いいたします。  

今後も、皆様のご協力をいただきながら、行政が行うべき防災対策を着

実に実施するとともに、市民に「自助」と「共助」の必要性を認識してい

ただけるよう、総合防災訓練や防災講演会などを通じて、防災意識の普及

啓発に努めていきますので、ご理解ご協力お願いたしまして、冒頭の挨拶

とさせていただきます。  

 

司会（林次長）  

ありがとうございました。それでは議題に入ります。この会議の進行は、

小牧市防災会議会長であります、山下市長にお願いいたします。  

 

会長（山下市長）  

それでは進行させていただきます。  

議事の円滑な進行にご協力をお願いします。  

議題（１）小牧市地域防災計画の修正について、事務局から説明をお願い

します。  

 

事務局（梅田課長）  

防災危機管理課長の梅田と申します。よろしくお願いします。失礼です

が、座って説明させていただきます。  

それでは、議題（１）「小牧市地域防災計画の修正について」説明させて

いただきます。  

今回の小牧市地域防災計画の修正に関する資料は、ボリュームが多いた

め、委員の皆様には、事前に資料１から資料３までを配布させていただき

ました。委員の皆様には、事前にご意見をいただきありがとうございまし

た。皆様のご意見により、一部修正しましたので、事前配布資料の修正表

を、本日配布させていただきました。また、修正内容の説明の後、再度、

ご意見等をお伺いしたいと思います。修正内容の説明は、資料１の小牧市

地域防災計画の修正（案）要旨を中心にさせていただきます。資料２と資

料３の新旧対照表につきましては、適宜、参照していただきたいと思いま

す。  
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それでは、資料１  小牧市地域防災計画の修正（案）要旨  １ページを

お願いします。地域防災計画修正の根拠からご説明いたします。  

小牧市地域防災計画は、災害予防、災害応急対策、災害復旧等に関する

事項別の計画について定めた総合的な計画であります。災害対策基本法に

おいて、愛知県地域防災計画の修正等に基づき、毎年検討を加え、必要と

認めるときは防災会議に諮 (はか )り、修正をしなければならないとされて

います。  

今回の主な修正内容は、「１．災害対策基本法の改正」に伴う修正、「２．

新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた修正」、「３．その他最近の国の

施策等を踏まえた修正」、「４．市の取り組みに係る修正事項」についてで

あります。  

それでは、主な修正内容の「１．災害対策基本法の改正」に伴う修正の

「（１）避難勧告及び避難指示の一本化」について１ページ中段をご覧くだ

さい。  

風水害等編  第１編  第２章  基本理念及び重点を置くべき事項（ほか多

数）に修正を行いました。この修正は、災害対策基本法の改正により、避

難勧告・指示を一本化し、従来の勧告の段階から避難指示を行うなど、避

難情報のあり方が包括的に見直されたことに伴う修正であります。また、

１～５の警戒レベルに対応した、「住民がとるべき行動」と「行動を促す情

報」を整理したことに伴う修正も行なっております。本市としても、８月

１３日から１５日にかけての大雨では、土砂災害に危険が高まったため、

野口大山地区などに警戒レベル３  高齢者等避難を発令いたしました。  

なお、地震編  第１編  第４章（ほか多数）も同様の修正を行います。  

２ページをお願いします。  

続いて、（２）広域避難に関する事項についてであります。風水害等編  第

３編  第２章  避難行動に追加を行いました。  

 この修正は、広域避難に係る県及び市町村間の協議について整理したこ

とに伴う追加となります。  

２ページ下段をお願いします。  

続いて、（３）個別避難計画の作成についてであります。風水害等編  第

２編  第９章  避難所・要配慮者支援・帰宅困難者対策について修正を行い

ました。この修正は、避難行動要支援者の円滑かつ迅速な避難を図る観点

から、個別避難計画について、市町村に作成が努力義務化されたことに伴

い、追加するものであります。  

なお、地震編  第２編  第７章も同様の修正を行います。  

４ページをお願いします。  

続いて、「２．新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた修正」（１）避

難所における感染症対策についてであります。  
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風水害等編  第２編  第９章  避難所・要配慮者支援・帰宅困難者対策に

ついて修正を行いました。この修正は、避難者の健康管理、避難所の衛生

管理や適切な空間の確保等に関して、修正するものであります。  

なお、地震編  第２編  第７章も同様の修正を行います。  

５ページをお願いします。  

（２）避難所開設・運営訓練の実施（３）パーティション等の備蓄の促進

についてであります。  

風水害等編  第２編  第９章  避難所・要配慮者支援・帰宅困難者対策に

ついて修正を行いました。この修正は、テント、仮設トイレ等に加え、段

ボールベッド、パーティションの整備の促進に伴う修正、また、感染症対

策に配慮した避難所開設・運営訓練の積極的な実施について追加しており

ます。  

なお、地震編  第２編  第７章も同様の修正を行います。  

続いて５ページ下段（４）コロナの自宅療養者等に対する情報共有等に

ついてであります。  

風水害等編  第３編  第６章  医療救護・防疫・保健衛生対策について修

正を行いました。この修正は、平常時から自宅療養者等が危険エリアに居

住しているかの確認について、また、自宅療養者等の避難の確保に向けた

具体的な検討・調整、情報提供の記載について追加しております。  

なお、地震編  第３編  第７章も同様の修正を行います。  

６ページをお願いします。  

（５）応援職員等の感染症対策についてであります。  

風水害等編  第２編  第１０章  広域応援・受援体制の整備及び、第３編  

第１章  活動態勢（組織の動員配備）について修正を行いました。この修

正は、派遣職員の健康管理やマスク着用等の徹底及び、応援職員等の執務

スペースの適切な空間の確保について修正したものであります。  

 なお、地震編  第２編第９章及び第３編第１章も同様の修正を行います。 

続いて、「３．その他最近の国の施策等を踏まえた修正」の説明をさせて

いただきます。  

８ページをお願いします。  

災害対応業務のデジタル化の推進についてであります。  

風水害等編  第１編  第２章  基本的理念及び重点を置くべき事項につ

いて修正を行いました。この修正は、円滑な避難が可能となるよう、実践

型の防災訓練を実施する記載の追加、また、効果的・効率的な対策を行う

ため、災害対応業務のデジタル化の促進に努めることを追加しております。 

なお、地震編  第１編  第４章も同様の修正を行います。  

８ページ下段をお願いします。  

福祉避難所の活用による要配慮者の円滑な避難の確保についてでありま
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す。  

風水害等編  第３編  第９章  避難所・要配慮者支援・帰宅困難者対策に

ついて修正を行いました。この修正は、福祉避難所に受入れを想定してい

ない避難者が避難してくることがないよう、必要に応じて、あらかじめ福

祉避難所として指定する際に、受入れ対象者を特定して公示し、要配慮者

が、避難が必要となった際に福祉避難所へ直接避難することができるよう

追加したものであります。  

なお、地震編も同様の修正を行いますが、地震編が、第２編  第７章と

なっておりますが、正しくは第３編  第１０章ですので、謹んで訂正させ

ていただきます。  

９ページをお願いします。  

 あらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」の推進についてであり

ます。  

風水害等編  第２編  第２章  水害予防対策について修正を行いました。

この修正は、気候変動の影響による災害の激甚化・頻発化に対応するため、

国・県・市、地元企業、市民等あらゆる関係者が協働してハード・ソフト

の両面から「流域治水」を推進する「流域治水プロジェクト」について追

加しております。  

９ページ下段をお願いします。  

 正常性バイアス等の必要な知識を教える実践的な防災教育の推進につい

てであります。  

風水害等編  第２編  第１１章  防災訓練及び防災意識の向上について

修正を行いました。この修正は、正常性バイアス等の必要な知識を教える

実践的な防災教育の推進について追加したものであります。  

 なお、地震編  第２編  第１０章も同様の修正を行います。  

１０ページをお願いします。  

続いて、「市の取り組みに係る修正事項」についてでありますが、まずは

じめに、「市の取り組みに係る修正事項」が３番となっておりますが、正し

くは４番ですので訂正をお願いいたします。  

ここでは、防災訓練の時期の変更に伴うものであります。  

地震編  第２編  第１０章  防災訓練及び防災意識の向上について修正を

行いました。この修正は、例年９月１日の防災の日を中心に市の総合防災

訓練を行っておりますが、熱中症などのリスクを伴うことから、来年度よ

り、時期の変更を行うため修正をいたします。来年度の総合防災訓練の日

程案につきましては次第３の報告にて説明をさせていただきます。  

続きまして、今回配布いたしました「事前配布資料の修正表」をご覧く

ださい。  

この修正表は、先に委員の皆様からご指摘等いただきましたものを、修
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正したものでございます。  

資料２  風水害等編の新旧対照表  ４０ページの修正案では、第４章  

第２節  被災者への経済的支援等の被災者生活再建支援法人（公益財団法

人都道府県センター）における措置の項番が５番となっておりますが、正

しくは４番ですので訂正をさせていただきます。  

続きまして、（２）資料３  地震編の新旧対照表  ４ページの修正案では、 

第５章  第２節  処理すべき事務又は業務の大綱の「イ  警戒宣言時の

正確かつ迅速な伝達を行う。」及び「ウ  地震災害警戒本部等を設置し、地

震防災応急対策の円滑な推進を図る。」ことを削除することに伴い、先の項

番のエ～ケがイ～キに繰り上がりますので、訂正をいたします。  

続きまして、（３）資料３  地震編の新旧対照表  １８ページの修正案で

は、第９章  第１節  広域応援・受援体制の整備の（３）受援体制の整備

における訓練、検証等の項番が４番となっておりますが、正しくは５番で

すので訂正をいたします。  

続きまして、（４）資料３  地震編の新旧対照表  １９ページの修正案で

は、第４節  防災活動拠点の確保等の  １  市及び県における措置の文中

で「また、国（国土交通省）、市及び県は、防災機能を有する道の駅を地域

の防災拠点として位置付け、その機能強化に努めるものとする。」としてお

りますが、本市において道の駅の整備予定はございませんので、削除させ

ていただきました。  

風水害等編２０ページも同様の修正を行います。  

議題（１）「小牧市地域防災計画の修正について」の説明は、以上でござ

います。  

会長（山下市長）  

 小牧市地域防災計画の修正について事務局から説明がありました。ご意

見・ご質問がありましたら、挙手をお願いします。  

 

委員各位  

 （発言なし）  

 

会長（山下市長）  

 特にご意見・ご質問がなければ、採決をさせていただきます。  

それでは、事務局から説明のありました小牧市地域防災計画の修正につ

いて原案のとおり決定でよろしいでしょうか。  

 

委員各位  

 異議なし。  
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会長（山下市長）  

 異議なしとのことですので、原案のとおり決定させていただきます。  

続きまして、報告が２点ございます。報告（１）令和４年度に実施する

水防訓練及び総合防災訓練について、それから報告（２）防災講演会の開

催について合わせて事務局から報告をお願いします。  

 

事務局（梅田課長）  

それでは、３  報告（１）令和４年度に実施する水防訓練及び総合防災

訓練について、資料４をご覧ください。  

 水防訓練につきましては、小牧市地域防災計画に基づき、出水期前の５

月中旬に開催を予定しております。  

 訓練参加機関としましては、市役所、消防署、消防団を始め、災害ボラ

ンティア、小牧警察署、また災害時の応援協定を締結しています土木業者

など民間協力機関などを考えております。  

水防訓練は、水害による災害対応を主体的に実施する市役所職員や消防

署、消防団などの技能向上のために実施する重要な訓練です。  

訓練の内容としましては、水害対応の基本となります、土のう作成や、

積み土のうなどの水防工法を計画しています。  

次に「総合防災訓練の実施について」であります。  

総合防災訓練は、地震災害についての認識を深め、「災害から自らを守る

と共に、互いに助けあう」という意識を醸成 (じょうせい )するために、毎

年実施しております。例年の訓練は、９月１日の防災の日を前に実施して

おりましたが、近年の温暖化による参加者の熱中症などのリスクや、ゲリ

ラ豪雨や台風などの自然災害により訓練が縮小や中止となるリスクを回避

するため、秋に変更し実施しようとするものであります。  

訓練内容としましては、避難所運営訓練を中心とした住民参加型訓練の

ほか、各防災関係機関に防災・減災に関する啓発展示ブースを出していた

だくことを計画しております。  

また、毎年、地域協議会が主体となって各小学校で実施しています防災

訓練を、総合防災訓練と同じ日に開催し、各学校との連携訓練も併せて実

施しようと考えております。  

 最後に、報告（２）防災講演会の開催について、資料５をご覧ください。  

 本市では、平成７年１月１７日に発生しました阪神淡路大震災以降、自

主的な防災活動の認識を深めるとともに、災害への備えの充実強化を目的

とし、毎年「防災講演会」を開催しております。  

 今年度におきましても、令和４年１月１５日  土曜日の午前１０時から

市民会館におきまして、「大規模災害時の避難者支援～男女共同参画の視点
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からの防災対策～」を演題に、名古屋大学減災連携研究センター  特任准

教授の荒木裕子氏を講師に招いて開催いたしますので、ご参加いただきま

すようお願いいたします。  

 

会長（山下市長）  

 事務局の報告等がすべて終わりました。  

 全体を通してご意見、ご質問等ありましたら挙手をお願いします。  

 

委員各位  

 （発言なし）  

 

会長（山下市長）  

 ご意見・ご質問もないようですので、以上で、第１回小牧市防災会議の

議題と報告を終わりたいと思います。  

それでは、円滑な進行にご協力をいただき、ありがとうございました。  

 

司会（林次長）  

本日は、お忙しいところ、お集まりいただきありがとうございました。  

以上で、第１回小牧市防災会議を終了とさせていただきます。  

小牧市では交通事故による死亡事故が今年１１月までに１件発生してお

ります。夕暮れ時に自動車等を運転するときは、早めにライトを点灯し、

ハイビームを活用して交通事故防止に心がけてください。お気をつけてお

帰りください。  


